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平
成
28
年
の
台
風
10
号
に

よ
る
記
録
的
な
大
雨
で
大
き

な
災
害
が
発
生
し
た
。
道
路
・

橋
梁
の
被
災
お
よ
び
復
旧
の

状
況
を
調
査
す
る
た
め
、
建

設
課
か
ら
復
旧
工
事
全
体
の

概
要
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

工
事
箇
所
の
一
部
を
現
地
調

査
し
、
復
旧
状
況
を
確
認
し

た
。

　

平
成
28
年
8
月
台
風
10
号

災
害
に
係
る
本
町
が
管
理
す

る
道
路
・
橋
梁
の
災
害
復
旧

工
事
に
つ
い
て
は
、
本
町
に

よ
る
発
注
と
北
海
道
の
代
行

に
よ
る
発
注
の
2
つ
の
形
態

が
あ
る
が
、
本
町
に
よ
る
発

注
工
事
の
平
成
28
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
に
お
け
る
各
年

度
の
工
事
箇
所
数
と
工
事
費

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

平
成
28
年
度
は
、
道
路
工
事

98
箇
所
、
河
川
工
事
15
箇
所

で
、
工
事
費
１
億
９
８
８
０

万
１
９
１
０
円
。
平
成
29
年

度
は
、
道
路
工
事
64
箇
所
、

橋
梁
工
事
1
箇
所
、
河
川
工

事
4
箇
所
で
、
工
事
費
６
億

９
５
４
万
５
３
０
４
円
。
平

成
30
年
度
は
、
道
路
工
事
3

箇
所
、
橋
梁
護
岸
等
工
事
4

箇
所
で
、
工
事
費
９
８
６
６

万
８
８
０
０
円
。
令
和
元
年

度
は
、
道
路
工
事
1
箇
所
で
、

工
事
費
１
３
３
９
万
２
０
０

０
円
。
合
計
１
９
０
箇
所
で
、

９
億
２
０
４
０
万
８
０
１
４

円
の
工
事
費
と
な
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
の
代
行
に
よ
る
発

注
工
事
に
つ
い
て
は
、
ペ
ケ

レ
ベ
ツ
川
の
拡
幅
改
良
に
伴

う
橋
梁
の
架
替
工
事
で
あ
り
、

上
流
か
ら
、
石
山
橋
、
ペ
ケ

レ
ベ
ツ
橋
、
錦
橋
、
新
錦
橋

の
4
橋
が
該
当
し
、
令
和
3

年
3
月
完
了
予
定
の
石
山
橋

以
外
の
工
事
は
全
て
完
了
・

開
通
済
み
で
あ
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
国
に
よ
る
災

害
復
旧
と
し
て
は
、
国
有
林

地
内
の
河
川
に
お
け
る
治
山

施
設
の
新
規
設
置
工
事
が
既

に
完
了
し
て
い
る
。
北
海
道

に
よ
る
ペ
ケ
レ
ベ
ツ
川
と
芽

室
川
の
既
存
の
砂
防
ダ
ム
の

災
害
復
旧
工
事
も
既
に
完
了

し
て
い
る
が
、
芽
室
川
に
つ

い
て
は
さ
ら
に
砂
防
ダ
ム
の

増
設
工
事
が
現
在
も
行
わ
れ

災
害
に
係
る
道
路
・
橋
梁
の
復
旧
状
況

調
査
日　

令
和
2
年
10
月
13
日

総
務
産
業
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

　委員会活動として閉会中に行った所管事務
調査の内容を、各委員会は12月の定例議会に
おいて報告しました。
　内容は要約しています。報告書の全文はホ
ームページをご覧ください。

て
い
る
。
小
林
川
と
久
山
川

に
つ
い
て
は
既
存
の
砂
防
ダ

ム
は
な
く
、
新
規
の
砂
防
事

業
を
要
請
中
で
あ
る
。

　

現
地
調
査
で
は
、「
ペ
ケ

レ
ベ
ツ
橋
災
害
復
旧
工
事
」「
錦

橋
災
害
復
旧
工
事
」「
旭
山

上
羽
帯
間
道
路
災
害
復
旧
工

事
」「
久
山
川
災
害
復
旧
工
事
」

「
里
宮
道
路
災
害
復
旧
工
事
」

「
東
郷
愛
昭
和
間
道
路
災
害

復
旧
工
事
」
の
6
カ
所
を
視

察
し
説
明
を
受
け
た
。
ペ
ケ

レ
ベ
ツ
橋
に
お
い
て
は
川
の

蛇
行
が
直
線
に
改
修
さ
れ
、

橋
の
長
さ
が
災
害
前
よ
り
20

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
短
く
な
り
、

橋
脚
が
な
い
形
の
橋
に
な
っ

て
い
る
。

　

台
風
10 

号
災
害
後
、
直

ち
に
復
旧
作
業
が
開
始
さ
れ
、

町
民
は
災
害
前
の
生
活
に
戻

る
こ
と
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

被
災
の
あ
っ
た
河
川
の
全
て

に
砂
防
ダ
ム
が
設
置
さ
れ
、

今
後
再
び
同
じ
よ
う
な
災
害

が
起
き
て
も
万
全
な
体
制
で

復
旧
へ
の
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
を
望
み
、
調
査

報
告
と
す
る
。

15 清水町議会だより
№164　2021年２月

策
の
た
め
に
準
備
を
し
、
職

員
へ
の
教
育
や
意
識
付
け
を

徹
底
し
て
行
っ
て
い
る
が
、

準
備
す
る
上
で
必
要
な
の
は

経
営
の
安
定
化
で
あ
る
。
病

院
に
つ
い
て
は
現
在
、
国
や

道
の
補
助
を
受
け
て
い
る
が
、

今
後
十
分
に
必
要
な
交
付
が

さ
れ
る
か
ど
う
か
は
難
し
い

状
況
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
中
で
、
行
政
の
役
割
は
非

常
に
大
き
い
。

　

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は

非
常
に
難
し
く
、
行
政
の
発

揮
す
べ
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

は
限
定
的
に
な
り
か
ね
な
い
。

命
に
関
わ
る
事
業
所
へ
の
対

応
は
時
間
と
情
報
が
重
要
で

あ
る
が
、
行
政
と
し
て
今
後

は
よ
り
敏
感
に
対
応
す
る
こ

と
を
要
望
す
る
。

　

町
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
を
拡
大
さ
せ
な
い

最
善
の
対
策
を
主
体
的
に
検

討
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
、
所

管
事
務
調
査
の
報
告
と
す
る
。

※
役
場
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
ク
ラ
ス
タ
ー
発

生
前
の
調
査
報
告
で
す
。

ム
を
つ
く
り
取
り
組
ん
で
い

る
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
入
院
の

受
け
入
れ
に
も
対
応
で
き
て

い
る
。

　

感
染
症
を
い
か
に
阻
止
し
、

日
常
の
診
療
を
続
け
て
い
く

か
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

院
内
感
染
は
絶
対
に
起
こ
さ

な
い
気
持
ち
で
職
員
教
育
を

徹
底
し
て
い
く
と
の
説
明
を

受
け
た
。

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
せ

せ
ら
ぎ
荘
】

　

高
齢
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
障
が
い
や
疾
病
等
、
感
染

リ
ス
ク
の
高
い
利
用
者
が
多

く
、
徹
底
し
た
感
染
予
防
策

を
実
施
し
て
い
る
。　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

持
ち
込
ま
な
い
た
め
の
工
夫

と
し
て
、
職
員
の
外
出
に
つ

い
て
は
、
市
中
感
染
発
生
地

域
へ
の
移
動
は
控
え
る
よ
う

周
知
し
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

【
清
水
赤
十
字
病
院
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
下
で
は
、
マ
ス

ク
・
ガ
ウ
ン
・
手
袋
等
の
医

療
資
機
材
を
大
量
に
使
う
一

方
、
検
査
や
治
療
を
あ
ま
り

必
要
と
し
な
い
た
め
、
病
院

の
収
益
は
悪
化
す
る
。
ま
た
、

医
療
従
事
者
に
疲
弊
を
も
た

ら
す
。

　

病
院
の
規
模
か
ら
、
職
員

と
利
用
者
の
動
線
確
保
が
難

し
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て

い
る
が
、
小
規
模
な
修
繕
を

可
能
な
限
り
行
い
、
簡
易
陰

圧
装
置
な
ど
の
感
染
対
策
機

器
を
整
備
し
て
い
る
。
紙
の

カ
ル
テ
を
介
し
た
感
染
対
策

の
た
め
、
電
子
カ
ル
テ
も
整

備
中
で
あ
る
。

　

帰
国
者
・
接
触
者
外
来
（
発

熱
外
来
）、
発
熱
者
等
診
療
・

検
査
医
療
機
関
の
指
定
を
受

け
、
院
内
に
感
染
対
策
チ
ー

医
療
・
福
祉
施
設
に
係
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
、
状
況
等

調
査
日　

 

令
和
２
年
11
月
10
日

厚
生
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

等
の
通
所
施
設
に
つ
い
て
は

管
内
全
域
か
ら
来
て
い
る
の

で
、
情
報
が
入
り
次
第
、
該

当
地
域
か
ら
の
受
け
入
れ
を

中
止
す
る
措
置
を
取
る
こ
と

に
し
て
い
る
。
町
内
で
発
生

し
た
場
合
に
は
、
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

休
止
す
る
と
こ
ろ
ま
で
踏
み

込
ん
だ
計
画
を
立
て
、
防
護

服
は
数
日
間
対
応
で
き
る
よ

う
備
蓄
し
て
い
る
。

　

感
染
者
が
町
内
に
出
た
の

か
も
わ
か
ら
な
い
状
況
下
に

お
い
て
、
ま
た
十
勝
管
内
か

ら
も
利
用
者
が
い
る
中
で
、

そ
れ
ら
の
情
報
が
少
な
い
こ

と
は
、
感
染
症
対
策
の
中
で

一
番
苦
労
し
て
お
り
、
そ
の

部
分
を
何
ら
か
の
方
法
で
お

願
い
し
た
い
と
の
要
望
を
受

け
た
。

【
総
括
】

　

国
の
支
援
・
政
策
だ
け
で

は
な
く
、
町
に
お
い
て
積
極

的
な
相
談
・
支
援
体
制
が
必

要
か
つ
緊
急
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
医
療
・
福
祉
施

設
は
と
も
に
早
く
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

【
保
健
福
祉
課
】

　

寄
贈
を
受
け
た
マ
ス
ク
を
、

在
庫
数
に
不
安
が
あ
る
町
内

の
医
療
・
福
祉
施
設
等
に
対

し
、
3
月
と
4
月
の
2
回
に

分
け
て
合
計
9
８
６
０
枚
を

配
布
し
た
。

　

6
月
8
日
か
ら
は
、
消
毒

や
洗
浄
等
に
要
す
る
費
用
の

一
部
と
し
て
「
福
祉
・
医
療

施
設
等
感
染
症
拡
大
防
止
支

援
金
」
を
交
付
し
て
い
る
。

　

10
月
20
日
か
ら
は
、
町
内

の
医
療
・
福
祉
施
設
に
勤
務

す
る
従
業
者
1
人
当
た
り
に

2
万
円
を
支
給
す
る
「
福
祉
・

医
療
施
設
等
従
事
者
慰
労
金
」

の
受
付
を
開
始
し
た
。

　

ま
た
、
関
係
者
と
地
域
支

援
会
議
を
毎
月
開
催
し
て
い

る
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
等
に

つ
い
て
も
、
そ
の
都
度
周
知

し
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。
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